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2016 年 5 月 27 日 金曜日　中国新聞

2016 年 5 月 10 日 火曜日　中国新聞
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チャレンジデー in 宇部　オリジナルポロシャツ

オープニングイベント　スローエアロビック

製 作 物	

チラシ 95,000 枚／ポスター250 枚／大型横断幕 2枚／のぼり

100 本／ Tシャツ50 枚／ポケットティッシュ10,000 個／オリ

ジナルポロシャツ202 枚

実施効果	

•	 当日イベントの参加者から、チャレンジデー終了後もプログラ

ムの継続を求める声を受け、加盟団体の継続実施につながる

など市民の運動習慣への意識向上と、参加可能なプログラムの

充実が図れました。

•	 団体によっては、各会員に参加依頼とともに、当日の参加者を

組織的に取りまとめていただくなど組織力を活かすことができ

ました。

担当者から	

　2回目の実施で認知度は上がってきていますが、まだまだ知ら

ない方も多くさらなる周知・広報が必要だと感じました。また、

特に大学生や若い世代など運動はしているが報告につながってい

ない市民の取り込みが今後の課題となりました。

　ロコモ度テストの結果を意識し継続的な運動習慣につなげる

仕掛けや、継続して実施されるプログラムが増えるなど、チャレン

ジデーが一過性のイベントで終わることなく、継続して運動してい

ただくきっかけ作りに少しでも活用していただけたのではないか

と思います。

主　　催	

宇部市チャレンジデー実行委員会	 （会長　久保田后子）

総合政策部	文化・スポーツ振興課

〒 755-8601	 山口県宇部市常盤町一丁目 7番 1号

	 宇部市役所 3階

TEL：0836-34-8628　FAX：0836-22-6008

結　　果	

人　　　口：169,281 人	
山口県宇部市	 ○

参 加 者 数：78,202 人	
VS

参　加　率：46.2％	
山形県鶴岡市	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①自分の歩くチカラを測定してみよう「ロコモ度テスト」（市内各
所）450人
•	「ロコモ度テスト」として、現在の日常生活に必要な“身体の
移動に関わる機能をチェックしていただきました。テスト結
果を、オリジナルで作成したロコモチェックカードに記入し参
加者にお渡ししました。このカードは、2回結果を記入する
欄（今回の結果と次回の結果）があり、今回の結果をふまえ
次回テスト時まで、現在の数値より悪くならないよう継続し
ての運動を意識していただくため実施しました。

②オープニングイベント「やまぐち元気ラジオ体操＆スローエアロ

ビック」（渡辺翁記念会館）200人

③ファイナルイベント「全国共通イベント空き缶積み上げ大会」（俵

田翁記念体育館）80人

④各種団体によるイベント（市内各所）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポーツ少年団／レクリ

エーション協会／総合型地域スポーツクラブ／民間フィットネスク

ラブ／大学・短大・高専・専門学校／事業所・企業／商工会・青

年会議所／社会福祉協議会／自治会・町内会／高齢者団体・老

人クラブ／婦人会／障害者団体／地元エフエム局

メディア	

宇部日報社／エフエムきらら／山口ケーブルテレビ／ tys テレビ山

口／KRY山口放送／yab 山口朝日放送／読売新聞／朝日新聞

広報・周知	

　スポーツコミッションのウェブサイト、Facebookと連携し、当

日までの取組や当日のイベントの掲載、また事前に各団体・事業

所より「参加宣言」として当日の取組を提出していただき掲載する

ことで、他の団体等も参加しやすいよう広報しました。地元エフ

エムによる1日2回のインフォマーシャルや番組内でもチャレン

ジデーを取り上げていただき、リスナーからの参加者が増加しま

した。
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　山口新聞

2016 年 5 月 17 日 火曜日　宇部日報

ロコモ度テスト　結果は？
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スロージョギング ® 教室

おらほのラジオ体操

製 作 物	

チラシ4,000枚／ポスター300枚／大型横断幕3枚／横断幕（そ

の他）6枚／のぼり100本／懸垂幕5枚／Tシャツ70枚／ポケッ

トティッシュ4,000 個／卓上ミニのぼり75 本

実施効果	

•	 市民の生涯スポーツへの意識の向上と運動やスポーツの習慣化

を喚起することができました。

•	 地域等で自主的にイベントを開催するなど、地域コミュニティ

づくりに役立つことができました。

•	 対戦相手の秋田市との交流が深まりました。

•	 参加者より、来年もチャレンジデーに参加したいとの声が多数

あり、市民の運動やスポーツへの関心が高まっています。

担当者から	

　本市はチャレンジデー初実施でしたので、市民に「チャレンジ

デー」を周知することに苦労しました。参加率 25.4％で目標参加

率の30％には届かず残念でしたが、市民の 4人1人が運動やス

ポーツをしたことは一定の成果は得られたと思っています。チャレ

ンジデーを健康に対する意識を高めるきっかけづくりとして、「ス

ポーツでひともまちも楽しく元気アップ！」するため、来年の開催

に向けて、また初勝利を目指して取り組んでいきたいと思います。

主　　催	

下関市チャレンジデー実行委員会	 （会長　中尾友昭）

下関市観光交流部スポーツ振興課

〒 750-0006	 山口県下関市南部町 21-19

	 下関商工会館 4階

TEL：083-231-2739　FAX：083-231-2746

結　　果	

人　　　口：272,067 人	
山口県下関市	 ●

参 加 者 数：69,150 人	
VS

参　加　率：25.4％	
秋田県秋田市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①グラウンド・ゴルフ大会（下関陸上競技場）200人

②いきいき健康教室・卓球・トリムバレー（下関市体育館）160人

③健康体操・体幹トレーニング（下関市役所）100人

④セキレック教室（下関市体育館）80人

⑤スロージョギング® 教室（下関市体育館）70人
•	 スロージョギング®講師による教室を開催しました。スロー
ジョギング®は「歩くペース」かそれよりも遅いペースで走る
ため、高齢者や運動経験の少ない人でもすることができます。
また減量やメタボ対策、生活習慣病の予防や改善、脳機能や
メンタルヘルスの改善にも効果的です。チャレンジデーを生
涯スポーツのきっかけづくりと位置づけ、スロージョギング®

の普及に取り組んでいます。

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育

協会／スポーツ少年団／レクリエーション協会／総合型地域ス

ポーツクラブ／小学校（校長会）／中学校（校長会）／商工会・青年

会議所／社会福祉協議会／自治会・町内会／高齢者団体・老人

クラブ／婦人会

メディア	

山口新聞／朝日新聞／読売新聞／毎日新聞／KRY／カモン FM

／地域情報誌ほっぷ

広報・周知	

•	 市役所等主要ヵ所（5ヵ所）にPR 用懸垂幕、幹線道路の陸橋等

（6ヵ所）にPR用横断幕を設置し、運転手の目にもとまりやすく、

地域住民に広く周知しました。

•	 企業や地域等に広く周知することにより、清掃活動の実施、地

域住民を対象としたイベントを開催するなど、積極的な参加が

ありました。

•	 関係団体の参加報告は、専用の報告用紙を準備し、スムーズに

集計することができました。

下
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2016 年 3 月 24 日 木曜日　山口新聞

2016 年 5 月 17 日 火曜日　朝日新聞

健康体操・体幹トレーニング
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レノファ山口ホームゲーム

ノルディックウォーキング

製 作 物	

チラシ 68,600 枚／ポスター500 枚／大型横断幕 30 枚／横断

幕（その他）2枚／のぼり250 本／懸垂幕 2枚／ Tシャツ79 枚

／ポケットティッシュ10,000 個／ウエットティッシュ1,000 個

実施効果	

　ゴールデンウィーク中に、イベント会場や隣接のアーケード内で

チャレンジデー啓発のティッシュ配りをした際の感想ですが、「昨

年はじめて勝ったあの運動するイベントね！」とか「今年も勝てる

といいね！」というありがたい声をたくさんの方に掛けていただき、

「さすが 4 回目の実施だな」ということも大きく実感し、市民の方

の意識も確実に高くなっているということを感じました。

担当者から	

　市役所内はもちろんの事ですが、「参加者10万人」という目標

を達成したいという思いをとても強く感じていますので、引き続

き、体力づくり・健康づくりに向けた意識の醸成に積極的に取り

組んでいきたいと思います。また、今年は、身近な目線でアピー

ルをしたいといったことから、大学生にPR 映像の作製を依頼し、

周囲からの反応も予想以上によかったです。

主　　催	

山口市チャレンジデー実行委員会	 （会長　渡辺純忠）

ふるさと創生部スポーツ交流課

〒 753-8650	 山口県山口市亀山町 2番 1号

	 山口総合支所

TEL：083-934-2912　FAX：083-934-2665

結　　果	

人　　　口：197,426 人	
山口県山口市	 ○

参 加 者 数：77,099 人	
VS

参　加　率：39.1％	
神奈川県座間市	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①オープニングイベント（ラジオ体操等）（山口市民会館）250人

②スポーツ自由体験（やまぐちリフレッシュパーク、山口市スポー

ツの森、山口南総合センター）500人

③トレーニングルーム無料開放（やまぐちリフレッシュパーク、山

口南総合センター）370人

④元気健康体操自由体験（サンフレッシュ山口）200人

⑤各地域でのイベント（30プログラム）（市内各地域）2,070人
•	 運動やスポーツを身近に感じ、日常的な取り組みができるよ
う、各地域交流センターや地域づくり協議会などを中心に、
企画・運営しました。

	 市町合併後、地域が広域化し、実情が様々であることから、
地域を主体とし、地域事情に合ったイベントを実施すること
により、参加しやすい取り組みにしました。主に、ラジオ体
操やウォーキングなどが企画されていますが、なかには、三
世代交流体操教室など、ユニークな企画も実施されました。

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／レクリエー

ション協会／小学校（校長会）／中学校（校長会）／商工会・青年

会議所／社会福祉協議会／PTA 連合会／自治会・町内会／高齢

者団体・老人クラブ／婦人会

メディア	

読売新聞／朝日新聞／毎日新聞／中国新聞／山口新聞／山口

ケーブルテレビ／NHK 山口放送局／KRY山口放送／ tys テレ

ビ山口／yab 口朝日放送

広報・周知	

　例年も行っていることですが、市役所前に懸垂幕、市内の各地

域交流センターや維新公園という県のスポーツ施設（陸上競技場・

スポーツ文化センター・ラグビーサッカー場等が集約している施

設）や、中央公園、市のスポーツ施設 (体育館等 ) へたくさんの

のぼりを設置、通行量の多い国道沿いに懸垂幕を設置することは

大きな周知になっていると思います。

山
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　読売新聞

2016 年 5 月 26 日 木曜日
中国新聞

2016 年 5 月 17 日 火曜日　毎日新聞

ラジオ体操
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徳島ヴォルティス協力・ゆるキャラと歩こう

県外からも多くの来場者があったカローリング

　具体的には、自治振興会等の各種団体の総会や校長会等にお

いてPR 活動を実施し、徳島ヴォルティスの鳴門でのホームゲーム

時にも、電光掲示板や場内アナウンス、試合前のチラシ配りなど

を行いました。

製 作 物	

チラシ30,000 枚／ポスター200 枚／大型横断幕 2枚／のぼり

170 本／ Tシャツ50 枚／バスフロントマスク10 個

実施効果	

　今回で7回目の実施となり、チャレンジデーに協力していただ

ける方や団体も年々増加しており、生涯スポーツ、健康づくりのイ

ベントとして、市民に定着してきたように感じています。

　チャレンジデーを一過性のイベントに終わらせることなく、市民

の皆さんには運動やスポーツに取り組む習慣を身につけていただ

いて、「健康づくり」や「体力づくり」につなげることができればと

思います。

担当者から	

　昨年は 49.9％に終わったため、今年は参加率 60％を目標とし、

「第九体操」などの新しい取り組みを行いました。

　結果は 58.5％と目標には届きませんでしたが、雨が降る中で高

い数字を記録することができ、鳴門市民の「健康づくり」や「体力

づくり」に繋がるイベントとなったのではないかと思います。

　また、多くの人にご参加いただいた一方で、チャレンジデーを知

らない方や、趣旨を理解していただけていない方も多数おり、周

知・啓発の難しさを感じました。

主　　催	

鳴門市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　泉　理彦）

鳴門市教育委員会　体育振興室

〒 772-0003	 徳島県鳴門市撫養町南浜字東浜 31番地 36

TEL：088-686-8804　FAX：088-686-8005

結　　果	

人　　　口：60,086 人	
徳島県鳴門市	 ○

参 加 者 数：35,142 人	
VS

参　加　率：58.5％	
茨城県常陸太田市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①開会式・ラジオ体操（鳴門市市民会館）160人

②「第九」体操お披露目・体験会（鳴門市市民会館）144人
•	 べートーベン交響曲は鳴門市がアジア初演の地であり、
2018年には第九アジア初演100周年を迎えることから、「な
ると第九ブランド化」に向けた事業として実施しました。

	 振り付けは鳴門教育大学の頃安教授が考案し、ベートーベ
ン交響曲第九番のメロディーに合わせて体を動かすイベント
です。チャレンジデー当日がお披露目となるため、最初にパー
トごとのレクチャーを行い、最後に全体を通して体操を行い
ました。

③カローリング交流会＆体験コーナー（アミノバリューホール　メ

インアリーナ）135人

④フットサル（アミノバリューホール　メインアリーナ）110人

⑤卓球（鳴門市市民会館）97人

【アスリート・著名人など】
徳島インディゴソックス（プロ野球独立リーグ・四国アイランド

リーグplus 所属、2014 年優勝）／徳島ヴォルティス（Jリーグ

加盟、2013 年四国初となる J1昇格）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／消防担当部署／

スポーツ推進委員協議会／体育協会／総合型地域スポーツクラブ

／幼稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学

校／大学・短大・高専・専門学校／事業所・企業／商工会・青年

会議所／社会福祉協議会／青少年健全育成組織／PTA 連合会

／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会／障害者団

体／警察署長／ボランティア連絡協議会／公民館連絡協議会／

水産振興協議会

メディア	

徳島新聞／ JRT 四国放送

広報・周知	

　人が集まるイベントや会等で周知を行い、より効率的に周知を

行えるよう、工夫しました。

鳴
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2016 年 5 月 19 日 木曜日　徳島新聞

2016 年 4 月 21 日 木曜日　徳島新聞

2016 年 5 月 26 日 木曜日　徳島新聞

鳴門教育大学協力・「第九体操」お披露目・体験会
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児童による阿波踊り

バレーボール大会

「ぼけまろくん」とじゃんけん

主　　催	

三好市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　黒川征一）

いけだスポーツクラブ

〒 778-0002	 徳島県三好市池田町マチ 2551-1

	 三好市池田総合体育館

TEL：0883-72-5755　FAX：0883-72-5765

結　　果	

人　　　口：28,184 人	 徳島県三好市	 ○○

参 加 者 数：17,698 人	 VS

参　加　率：62.8％	 北海道名寄市	 ●　

取得メダル：金	 鹿児島県阿久根市	　●

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①チャレンジデーカップグラウンド・ゴルフ大会（井川グラウンド）

265人

②阿波踊り教室（池田総合体育館）115人

③チャレンジデーカップソフトバレーボール大会（池田総合体育

館）110人

④地域がげんき、ローカルゆるキャラとジャンケンウォーク（JR 大
歩危駅前自治会）100人
•	 地域の人々が、自主的に企画・運営し、観光客も巻き込んで
実施しました。スタッフたちも楽しんでチャレンジデーに参画
しようと、理想的な取り組みが生まれました。

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育

協会／スポーツ少年団／レクリエーション協会／総合型地域ス

ポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）

／高等学校／特別支援学校／事業所・企業／商工会・青年会議

所／社会福祉協議会／青少年健全育成組織／PTA 連合会／自治

会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会／障害者団体

メディア	

徳島新聞

広報・周知	

　市内の各団体等のネットワークを活用し広報しました。自分た

ちのこととして取り組む姿勢が見られました。

製 作 物	

チラシ12,000 枚／ポスター150 枚／大型横断幕 2枚／のぼり

350本／懸垂幕1枚／Tシャツ50枚／ポケットティッシュ1,000

個／提供プログラムケーブルテレビで放送1本

実施効果	

　健康づくりを通して、地域の絆が深まってきているようです。

三
み

好
よし

市
し 徳島県

11回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　徳島新聞

2016 年 5 月 18 日 水曜日
徳島新聞

2016 年 5 月 26 日 木曜日　徳島新聞
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出張リズムダンス

早朝一斉ラジオ体操

リフレッシュ体操

体力測定

主　　催	

チャレンジデー多度津町実行委員会	 （委員長　丸尾幸雄）

公益財団法人多度津町文化体育振興事業団

〒 764-0033	 香川県仲多度郡多度津町青木 129番地の 2

	 多度津町立四箇地区公民館

TEL：0877-32-5221　FAX：0877-35-7510

結　　果	

人　　　口：23,733 人	
香川県多度津町	 ○

参 加 者 数：15,131 人	
VS

参　加　率：63.8％	
秋田県男鹿市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①早朝一斉ラジオ体操（町内小学校運動場ほか）2,811人
•	 早朝ラジオ体操は各小学校区において毎年開催しています。
地域住民の希薄なつながりが課題となっている今日におい
て、非常に重要なイベントとなっています。（スポーツ推進員
によるストレッチ体操とラジオ体操をおこなっています）

②買い物ウォーク（町内ショッピングセンター）356人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／総務担当部署／町長公室（広報）／スポーツ推進

委員協議会／体育協会／スポーツ少年団／幼稚園・保育園／小学

校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校／事業所・企業／商工

会・青年会議所／社会福祉協議会／PTA 連合会／ PTA 連合会

／高齢者団体・老人クラブ／婦人会／ライオンズクラブ

メディア	

中讃ケーブルTV

製 作 物	

チラシ8,000 枚／ポスター180 枚／大型横断幕 4 枚／のぼり

60 本／ Tシャツ160 枚／ポケットティッシュ1,000 個

実施効果	

　町民の町行政（事業）に対する関心度が向上しています。また、

参加率や勝敗にも関心をもっています。

多
た

度
ど

津
つ

町
ちょう 香川県

18回目
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2016 年 7 月　広報たどつ No.704

● 多聞院保育所 親子バス遠足

● チャレンジデー２０１６ ● 多度津中学校　運動会

● 献穀田　田植式

　５月２９日小雨の中、新嘗祭（にいなめさい）に献納する米の田植式が、
奉耕者の山﨑義行さん（奥白方）の斎田で行われました。
　山﨑さん夫妻や天雲副知事ら代表者が手植えした後、白方小学校の女子
児童２１人が着物姿の早乙女となって一株ずつ丁寧に手植えしました。

　５月１９日、讃
岐 ま ん の う 公 園
へ 親 子 で バ ス 遠
足に行きました。

　親子でリズム遊びや体操をした後、
太陽の下で、子ども達は遊具や芝生
広場で思いっきり遊びました。
　自然をたくさん感じながら、お弁
当を食べおしゃべりもはずみ、保護
者間の距離もぐっと近づいたようで
した。すがすがしい緑の中で、とて
も楽しい時間を過ごしました。

　５月２５日、住民総参加型イベント「チャレンジデー２０１６」
が行われ、参加率６３．７％と実施以来１８年連続の金メダルを獲
得するとともに、対戦相手の秋田県男鹿市（人口２９，６０４人）
に見事勝利！！
　当日は、一斉ラジオ体操でイベントが開始されると、町内各地で
各種スポーツや体力測定など、子どもからお年寄りまで思い思いに
汗を流しました。

　５月２８日、新し
く整備された運動場
で運動会が開催され
ました。
　「Do Your Best」
をテーマに生徒一丸
となって競技に取り
組 み、 全 校 演 技「 多
中ソーラン」では見
事な踊りを披露して
くれました。

まちかどズーム

8
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C スタ目指してウォーキング

裸足でラジオ体操

みんなでスポーツごみ拾い

ていると感じました。また、チャレンジデー当日にあわせて独自

のイベントを開催している事業所もあり、チャレンジデーが人の

輪が広がり絆が深まるきっかけになっていることを嬉しく思いま

す。主　　催	

チャレンジデー丸亀市実行委員会	 （会長　梶　正治）

生活環境部　スポーツ推進課

〒 763-0053	 香川県丸亀市金倉町 924番地 1

	 丸亀市民体育館内

TEL：0877-24-1392　FAX：0877-24-1309

結　　果	

人　　　口：113,593 人	
香川県丸亀市	 ●

参 加 者 数：77,321 人	
VS

参　加　率：68.1％	
愛知県碧南市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①飯山南地区内一斉清掃（飯山南地区内全域）2,119人
•	 地区内の 59自治会で管内の一斉清掃と25 事業所、公共施
設等で清掃とスポーツを行いました。

②みんなそろって、土器町クリーン作戦！（土器地区内全域）	

2,000人

③地区民ラジオ体操ほか（栗熊コミュニティセンターほか）

1,200人

④城下町を歩こう　フレッシュ城西（丸亀城及び城下町周辺）

654人

⑤身体を動かす生涯学習クラブ＆健康づくり（岡田コミュニティセ

ンター）410人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／高等学校／商工会・青年会議所／PTA 連合会／

自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会／障害者団体

メディア	

四国新聞／NHK 高松／瀬戸内海テレビ／中讃テレビ

広報・周知	

　各地区のコミュニティ総会や連合自治会総会など市民が多く集

まるところでチャレンジデーの PRを行いました。また、今回初め

て SNS の Facebook を利用して周知を行いましたが、たくさん

の特に若年層の方に”いいね”を押してもらい、効率的にPR が

できたと思います。

製 作 物	

チラシ75,000 枚／ポスター300 枚／大型横断幕 4 枚／のぼり

345 本／ Tシャツ253 枚／ポケットティッシュ18,000 個／報告

書回収 BOX33 個／結果速報表1枚

実施効果	

　チャレンジデー翌日、昨年までほとんどなかった結果に関する

問合せが多数あり、チャレンジデーが市民に浸透し、関心が高まっ

丸
まる

亀
がめ

市
し 香川県

9回目
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　四国新聞

2016 年 5 月 21 日 土曜日　四国新聞
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町旗掲揚

歌謡体操

歌謡体操

た。また、後日に参加登録用紙の提出があったため、来年は改善

できるように工夫していきたいです。

主　　催	

宿毛市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　中平富宏）

宿毛市教育委員会　生涯学習課

〒 788-0785	 高知県宿毛市山奈町芳奈 4024

TEL：0880-66-1467　FAX：0880-66-1468

結　　果	

人　　　口：21,570 人	
高知県宿毛市	 ●

参 加 者 数：4,813 人	
VS

参　加　率：22.3％	
北海道幕別町	 ○

取得メダル：銅

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①いきいき百歳体操（市内全域）952 人
•	 ケーブルテレビを通して自宅等で誰でも簡単に出来る体操を
放送しました。

②グラウンド・ゴルフ大会（宿毛市総合運動公園）雨天中止

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育

協会／高等学校／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢

者団体・老人クラブ／婦人会

メディア	

スワンテレビ

広報・周知	

　市内の事業所などを1件ずつ参加のお願いに回ったことで、昨

年遅れて提出のあった事業所から時間内に提出がありました。

ケーブルテレビで事前に放送したことにより、テレビを見て参加し

てくれた人が増えました。

製 作 物	

チラシ 9,500 枚／ポスター100 枚／横断幕（その他）1枚／のぼ

り10 本／ Tシャツ40 枚／チャレンジデー参加賞4,800 個

実施効果	

　対戦相手のことを知るきっかけとなりました。天候の悪い中で

の開催となり、チャレンジデーへの参加者が少なかったですが、

そんな中でも各地区長が住民を集めてウォーキング等を実施して

くれたため、体を動かすきっかけ作りにはなったと思います。

担当者から	

　今年で 6回目となったチャレンジデーを無事に終えることがで

き、協力していただいた方々に感謝しています。悪天候のため参

加者は例年より少なかったですが、「雨の中でも運動しました」や

「運動したかったけど雨で何も出来ませんでした」といった声があ

り、チャレンジデーが少しずつ浸透していっているなと思いまし

宿
すく

毛
も

市
し 高知県

6回目
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宿毛市 HP
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グラウンド・ゴルフ

親子でリズム遊び

いきいき教室

主　　催	

大牟田市チャレンジデー実行委員会	 （会長　坂口健治）

大牟田市体育協会

〒 836-0861	 福岡県大牟田市宝坂町 2-86

	 大牟田市民体育館内

TEL：0944-57-4002　FAX：0944-57-4002

結　　果	

人　　　口：119,228 人	
福岡県大牟田市	 ○

参 加 者 数：81,863 人	
VS

参　加　率：68.7％	
神奈川県伊勢原市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①チャレンジウォーク（諏訪公園）111人

②グラウンド・ゴルフ大会（諏訪公園イベント広場）108人

③オープニングセレモニー（大牟田市民体育館アリーナ）95人

•	 オープニングセレモニーでは、最初のイベントでもあることか
ら、大牟田市長及び実行委員の方々をはじめ、多くの市民並
びに企業や学校へ参加を呼びかけました。

	 簡単な体操や頭を使う体操を15分間以上行いました。
④いきいき体操教室（大牟田市民体育館アリーナ）82 人

⑤ニュースポーツで遊ぼう（サン・アビリーィーズおおむた）71人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／福祉担当部署／観光担

当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポーツ少年団

／幼稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学

校／商工会・青年会議所／医師会

メディア	

有明新報／西日本新聞／日刊大牟田／朝日新聞

広報・周知	

　ポスターやチラシ以外に、前日・当日・翌日の3日間、愛情ねっ

と（メール）を活用し市民に広く周知徹底することにより、昨年よ

り運動し、報告する人数が増えたと考えられます。

製 作 物	

チラシ13,000 枚／ポスター300 枚／大型横断幕1枚／のぼり

400 本／ Tシャツ50 枚／ポケットティッシュ7,000 個

実施効果	

　今回のチャレンジデーでは、翌日にメールや FAX等で報告が上

がって来ませんでした。市民一人ひとりが当日の 9 時までに報告

をしなければならないという意識が広く浸透した気がしました。

大
おお

牟
む

田
た

市
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11回目
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2016 年 5 月 25 日 水曜日　有明新報 2016 年 5 月 26 日 木曜日　有明新報

2016 年 5 月 24 日 火曜日
有明新報
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参加企業さんの就業前体操

物産販売所で簡易体力測定。町長も PR!!

シニア体力アップ運動教室

実施効果	

　参加企業、団体との協力・連携体制が年々強くなっています。

　地域での参加呼びかけで高齢の方々との交流が図られている

と感じます。

担当者から	

　連続実施して、全住民を対象にスポーツ・運動に取り組むきっ

かけづくりと健康づくりに繋がり、また参加報告を呼びかけるこ

とで、一体感を生むイベントとしてとても優れているとおもいます。

主　　催	

みやこ町チャレンジデー実行委員会	 （会長　井上幸春）

スポネット TOYOTSU

〒 824-0123	 福岡県京都郡みやこ町国分 636

	 豊津 B&G海洋センター

TEL：0930-33-2279　FAX：0930-33-3257

結　　果	

人　　　口：20,782 人	
福岡県みやこ町	 ●

参 加 者 数：15,090 人	
VS

参　加　率：72.6％	
岩手県陸前高田市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ラジオ体操・ウォーキング・清掃活動（各行政区集会所・公民

館等）約 8,500人

②簡易体力測定（町内3地区物産販売所）約 500人
•	 町内 3ヵ所の物産販売所にて　みやこ町スポーツ推進委員
会のメンバーが中心となり、握力、開眼片足立ちの測定を来
所者に実施しました。特に町外者の参加数の増加を期待し
つつ、町がおこなっている健康づくりイベントの宣伝を図り
ました。

③スポネット祭り	in	チャレンジデー（みやこ町豊津 B＆G海洋セ

ンター）約 350人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委

員協議会／体育協会／スポーツ少年団／総合型地域スポーツクラ

ブ／幼稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／事業所・

企業／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／青少年健全育成

組織／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会／障害

者団体／町議会議長／町議会／文教厚生常任委員長

メディア	

毎日新聞

広報・周知	

•	 みやこ町駐在員全体会議でチャレンジデー実施の趣旨説明を

おこない、住民へ参加と報告の周知をおねがいしました。

•	 5月をチャレンジデー月間とし、毎水曜日12 時に有線放送に

てラジオ体操を放送し、5月25日当日の参加と報告の励行を

呼びかけました。

製 作 物	

チラシ8,500枚／ポスター200枚／大型横断幕2枚／横断幕（そ

の他）3 枚／のぼり180 本／ Tシャツ280 枚

みやこ町
まち 福岡県

5回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日
毎日新聞

2016 年 5 月 19 日 木曜日　読売新聞

2016 年 5 月 27 日 金曜日
読売新聞
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ニュースポーツ体験教室

3B 体操教室

エール交換

担当者から	

　対戦結果及び参加率に重点が置かれ過ぎると趣旨と違う方向

に行くのではと感じました。普段運動を行っていない方が、この

イベントを通じて継続して運動を行うことが一番の目的なので、

知人の誘いで参加しやすい地域の活動等を、今後はさらに推進し

ていきたいと思います。

主　　催	

八女市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　三田村統之）

八女市新社会推進部スポーツ振興課

〒 834-0023　八女市馬場 434

	 八女市総合体育館

TEL：0943-24-1230　FAX：0943-24-0029

結　　果	

人　　　口：66,113 人	
福岡県八女市	 ○

参 加 者 数：26,048 人	
VS

参　加　率：39.4％	
福島県伊達市	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①オープニングセレモニー（八女文化会館）233人

②ニュースポーツ体験教室（八女市総合体育館）220人
•	 八女市スポーツ推進委員会、八女市体育協会等の協力によ
り、八女市総合体育館では終日、様々な種目の無料体験教
室を実施しました。ニューポーツや卓球、テニス、バドミントン、
体操など好きな種目を好きな時間で体験できるように行った
所、約 700 名の参加がありました。

③卓球教室（八女市総合体育館）80人

④仕事前のリフレッシュ体操（八女森林組合）86人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委

員協議会／体育協会／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育

園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／事業所・企業／商工会・

青年会議所／社会福祉協議会／青少年健全育成組織／自治会・

町内会／高齢者団体・老人クラブ

メディア	

西日本新聞／ FMやめ

製 作 物	

チラシ27,000 枚／ポスター250 枚／大型横断幕 3 枚／のぼり

140 本／ Tシャツ50 枚

実施効果	

　各団体等に参加呼びかけを行っている中で、思っていた以上に

常日頃から運動に取り組まれている個人や団体がいたことに気が

つきました。今後は互いに情報等を共有し協力していくことで、さ

らなる健康増進に繋がると感じました。また、当イベントでは各

種団体の協力が得られ、今まで実施したイベントの中では一番多

くの方の参加を得ることができました。このイベントをきっかけ

に1人でも多くの方が、健康増進を図れるように引き続き活動を

行っていきたいと考えています。

八
や

女
め

市
し 福岡県
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2016 年 5 月 22 日 日曜日　西日本新聞
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ソフトバレー交流会

スポーツ吹き矢

西九州大学・ラジオ体操

　それをきっかけに、チャレンジデー以外の日にも、毎日ラジオ

体操を行っている集落が出てきております。

担当者から	

　熊本地震の直後に、チャレンジデー2014 の対戦相手である栃

木県上三川町より、被害の有無に関する問い合わせがありました。

　幸い、神埼市では、人命に係わるほどの被害は発生しませんで

したが、過去の対戦が縁で、被害状況を心配していただきました

事は、大変心温まる出来事でありました。

主　　催	

神埼市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　松本茂幸）

神埼市教育委員会　社会教育課　スポーツ振興係

〒 842-8502	 佐賀県神埼市千代田町直鳥 166-1

	 千代田支所

TEL：0952-44-2731　FAX：0952-44-2152

結　　果	

人　　　口：32,240 人	
佐賀県神埼市	 ○

参 加 者 数：19,093 人	
VS

参　加　率：59.2％	
秋田県湯沢市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①市内一斉ラジオ体操（市内各地）1,021人
•	 チャレンジデー当日の午後12:30より、市内全集落に防災行
政無線にてラジオ体操を実施しました。

　なお、実施にあたりましては、全集落の自治会長に文書にて通
知の後、前日夜と当日朝に事前アナウンスを行い周知徹底を図
りました。

②神埼市ソフトボール大会準決勝・決勝（神埼市中央公園グラウ

ンド）191人

③萬永堂杯チャレンジデーゲートボール大会（神埼市中央公園グ

ラウンド）160人

④ソフトバレー交流会（神埼市中央公園体育館）155人

⑤西九州大学チャレンジデーイベント（西九州大学）120人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委

員協議会／体育協会／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等

学校／大学・短大・高専・専門学校／商工会・青年会議所／自治

会・町内会／婦人会

メディア	

佐賀新聞／西日本新聞／ぶんぶんテレビ／ FM佐賀

広報・周知	

　全戸を対象としたチラシの配布と、FM佐賀での事前紹介を合

わせて行う事で、十分な周知が図れているものと思われます。

製 作 物	

チラシ20,000 枚／ポスター850 枚／大型横断幕1張／のぼり

200本／懸垂幕6枚／Tシャツ80枚／ポケットティッシュ1,000

個

実施効果	

　数年前よりチャレンジデー当日は、全集落を対象に、午後12：

30にラジオ体操を実施しておりました。

神
かん

埼
ざき

市
し 佐賀県
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2016 年 5 月 31 日 土曜日　プレス空知
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あおば園と近所の参加者

グラウンド・ゴルフ大会

玄海園リハビリ体操

自治体同士の対戦なので、「いつも運動してるから、参加するよ。

負けられんもんね。」という声が多かったです。

担当者から	

　町内の方々が同等に参加でき、一つの目標に向かって、無意識

のうちにチャレンジデーに参加できるようになっていけたらと考え

ます。

主　　催	

玄海町チャレンジデー実行委員会	 （委員長　末武和彦）

教育課

〒 847-1422	 東松浦郡玄海町大字新田 1809-22

	 玄海町町民会館

TEL：0955-52-6688　FAX：0955-52-5017

結　　果	

人　　　口：6,023 人	
佐賀県玄海町	 ●

参 加 者 数：4,180 人	
VS

参　加　率：69.4％	
青森県田子町	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①あおば園運動会（玄海町立保育園）164人

②ふたば園運動会（玄海町立保育園）146人

③リハビリ体操（特別養護老人ホーム玄海園）124人

④AED 講習会（玄海町社会体育館）77人
•	 町内には漁港があり、少年の海難事故に非常に気を遣ってお
り、救命講習については幅広く参加者を募集しています。今
回、チャレンジデーに合わせて、AED 講習会を開催しました。
これまでは、区長などに呼びかけ、各区から動員要請を行っ
ていましたが、幅広く自主的な参加を呼び掛けたところ、77
名の参加があり、嬉しい誤算でした。講習後は、ダンス・縄
跳び・スカットボール・ドッチビーで汗を流しました。

⑤グラウンド・ゴルフ大会（玄海町総合運動場）45人

実行委員会の構成団体	

社会教育担当部署／体育協会／幼稚園・保育園／小学校（校長会）

／中学校（校長会）／高等学校／事業所・企業／商工会・青年会

議所／社会福祉協議会／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラ

ブ／婦人会

広報・周知	

　4月には裏面に参加申込書のチラシを、5月には裏面に報告書

のチラシを、町内各戸に配布し、一般町民への周知を図りました。

チラシだけでは、すべての方に周知できていないことがわかりま

した。また、参加申込書を出さないと、参加できないと思ってい

る方もいました。個人参加される方には、実施したあとに報告を

してもらえるよう周知していきたいと思います。

製 作 物	

チラシ4,000 枚／ポスター100 枚／大型横断幕1枚／のぼり

40 本／ Tシャツ30 枚

実施効果	

　自治会単位、老人会単位で参加される方は、勝敗に拘らずとも

貢献したいという気持ちを持たれてるかたが多いと感じました。

玄
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1回目
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2016 年 7 月　広報玄海 vol.198

人 と 自 然 が お り な す 　 笑 顔 あ ふ れ る 玄 海 町 18

教育課より

教育課より

チャレンジデー2016

アトム様（婦人服縫製会社）から
図書カードを頂きました。

　毎年 5月の最終水曜日に世界中で実施されている、住民参加型のスポーツイベント、「チャレンジ
デー2016」が５月 25日に開催されました。人口規模がほぼ同じ市町村同士が午前0時から午後9
時までの間に、15分間以上継続して何かの運動やスポーツをした住民の「参加率」を競います。
　チャレンジデーの結果は、4,180 名（参加率 69.4％）の参加者があり、初実施の自治体の中では
好成績を収めましたが、対する青森県田子町は4,482名（参加率75.1％）の参加者があり、惜しく
も負けてしまいました。　
　チャレンジデーに合わせ、スポーツイベントが実施されました。

　初実施の今回は、町内の事業所にチャレンジデーの趣旨を理解していただき、参加してもらいました。
　個人での参加が全体の参加者の１％未満であることから、一般の方がより多く参加し、運動ができ
るようイベントや活動を行っていきたいと思います。

　５月17日（火）、「アトム」社長　宮㟢伸夫様より図書カー
ドの贈呈があり、町民会館において贈呈式が行われました。
　贈呈式では、宮㟢社長より「より多くの方に本を読んで
ほしい。」とのお言葉とともに、小栁教育長へ図書カード
が手渡されました。
　小栁教育長は、「平成 24年度より継続して図書カード
を頂き、ありがとうございます。有効に活用させていただ
きます。」と感謝の気持ちを述べられました。
　アトム様、ありがとうございました。

Ａ．グラウンドゴルフ大会

１．参 加 者：グラウンドゴルフ協会、老人会　45名
２．実施場所：玄海町総合運動場
３．詳　　細：愛好者増加も兼ね、玄海町グラウンドゴルフ
　　　　　　　協会主催で大会が行われました。

Ｂ．ＡＥＤ及び心肺蘇生の講習会

１．参 加 者：一般町民　58名
２．実施場所：玄海町社会体育館
３．詳　　細：講習会終了後、スカットボール・ドッチビー・
　　　　　　　縄跳び・ダンスで汗を流しました。

Ｃ．リハビリ体操

１．参 加 者：玄海園入所者
２．実施場所：特別養護老人ホーム　玄海園
３．詳　　細：講師を招いてボールを使った体操を行いました。
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クーコ・デ・体操

バトミントン初心者教室

への周知ができ、当日イベント等への参加者が増えた要因となり

ました。今年は、市マスコットキャラクター「おむらんちゃん」にチャ

レンジデーＴシャツを作成し、PRしました。

製 作 物	

チラシ39,900 枚／ポスター700 枚／大型横断幕1枚／横断幕

（その他）1枚／のぼり334 本／懸垂幕 2枚／ Tシャツ300 枚

／ポケットティッシュ4,000 個／立看板 9 個／編集 DVD2個／

市マスコットキャラクター用 Tシャツ1個

実施効果	

　大村市は今年で 9回目の実施で、毎年実施することにより、市

民へチャレンジデーが浸透してきています。チャレンジデーで対戦

することにより、対戦状況及び対戦する自治体への市民の興味も

深まっています。市民からもスポーツ実施の機運が高まり、毎年

盛り上がりながら事業実施を行っています。

担当者から	

　今年は大村市では参加者及び参加率が過去最高であり、市民

の盛り上がりが高まっていることを感じています。毎年5月最終

水曜日に実施するというイベントであることの認知度が上がって

いる成果であると考えています。また、通常のスポーツイベントと

は異なり、対戦相手と戦うというルールにより、市民一丸となって

盛り上がるイベントであり、楽しみながらスポーツをするきっかけ

になっています。

主　　催	

大村市チャレンジデー実行委員会	 （会長　園田裕史）

市民環境部　地域げんき課　スポーツ振興室

〒 856-8686	 長崎県大村市玖島 1-25

TEL：0957-53-4111　FAX：0957-52-6722

結　　果	

人　　　口：94,795 人	
長崎県大村市	 ○

参 加 者 数：65,358 人	
VS

参　加　率：68.9％	
岩手県奥州市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①農道ウォーキング（あぜみちウォーク）（市内農地の周辺道路）

2,194人

②木場ウォーキング「木場ウォーク」（木場町内会の周辺道路）

810人

③大村公園ウォーキング（大村公園）631人

④池田湖畔ウォーク大会（池田湖公園）320人

⑤おむらんちゃんと一緒にチャレンジゲーム・カレー体操（プラザ
おおむら前広場）277人
•	 大村市公認ゆるきゃらマスコット「おむらんちゃん」と一緒に、
紐の両端にボールがついたアメリカンクラッカーのようなも
のを3段の横棒の的へ投げ得点を競うニュースポーツや伝
統的な遊びであるお手玉を使って、通行人へ声をかけ、参加
してもらいました。ニュースポーツ啓発周知にもなり、子ども
たちも楽しくスポーツにふれあうことができます。また、カ
レー体操は大村市特産品のあま辛黒カレーにちなんだ独自
の体操を行っています。

【アスリート・著名人など】
V・ファーレン長崎（J2プロサッカーチーム）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／秘書広報／出張所／スポーツ推

進委員協議会／体育協会／レクリエーション協会／総合型地域ス

ポーツクラブ／事業所・企業／商工会・青年会議所／社会福祉協

議会／青少年健全育成組織／自治会・町内会／高齢者団体・老

人クラブ／婦人会／観光コンベンション協会

メディア	

NIB「EVERY」／NCC「スーパー J チャンネル」／おおむらケーブル

テレビ／エフエムおおむら

広報・周知	

　町内会、老人会、企業、学校、その他団体へ、直接チャレンジデー

の協力依頼を行ったことで、チラシの配布及びのぼり設置を多く

の団体で実施をしてもらい、多くの市民への周知を行うことがで

きました。また、当日まで、広報車での周知を行ったことで、市民

大
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